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JUNBA2020開催報告 
 

 

2020年1月9日（木）、10日（金）の2日間にわたり、米国サンフランシスコ近郊において、サンフランシス

コ・ベイエリア大学間連携ネットワーク（Japanese University Network in the Bay Area: JUNBA）主催によ

る日米学術交流レセプション及びJUNBA2020シンポジウムが開催されました。今回は、「大学を変える 

ファンドレイジング～米国から学ぶリーダーシップと同窓生を中心としたコミュニティ作り～」をテーマとし

て、闊達な議論が行われ、日米の高等教育関係者にとって有意義な機会となりました。 

 

 
（シンポジウム講演者と参加者の集合写真） 

 

第 1日目（9日）の日米学術交流レセプションは、在サンフランシスコ日本国総領事公邸で夕刻より開催

されました。開会にあたり、宇山智哉在サンフランシスコ日本国総領事及び Peter Smitzサンノゼ州立大

学副学長より開会のご挨拶をいただきました。続いて神山知久 JUNBA会長が乾杯の発声を行い、その

後 2時間ほど続いたレセプションは翌日のシンポジウムに向け参加者の交流を深める好機となりました。 

 

第 2日目（10日）のシンポジウムは、午前に講演セッション、午後に討論セッションという構成で進められ

ました。午前セッションでは、神山知久 JUNBA会長による開会挨拶に続き、Peter Smitzサンノゼ州立大

学副学長から、「Ingredients for Successful Fundraising（ファンドレイジングを成功に導くには？）」と題し、

ファンドレイジングにおける学長等のリーダーシップや卒業生の取り込み方について講演いただきまし

た。続いて、カリフォルニア大学バークレー校の Amy Ambrose氏より、「Higher Education Advancement
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（高等教育機関の発展）」と題し、ファンドレイジングの具体的な実施方法や事例紹介などのお話をいた

だきました。 

 

その後、記念撮影及び 2時間ほどの昼食をはさみ、午後の討論セッションに移りました。まず、渡邉浩人

日本学術振興会サンフランシスコ研究連絡センターアドバイザーが、「ファンドレイジング活動に係る日

米大学の現状と調査結果の概要」と題した討論の趣旨説明を行い、その後、午前の講演内容を踏まえ

前半に「大学幹部等のリーダーシップ」、後半に「同窓生を中心としたコミュニティ作り」をテーマとする討

論を行いました。ファンドレイジングに関する具体的な取組や課題等について、参加大学から提出され

た資料も加え活発な議論が行われました。 

 

最後に三宅雅人 JUNBA 理事がシンポジウム内容の総括を行い、講演や議論を通して明らかになった

米国大学のファンドレイジングを取り巻く状況や日本の各大学における個別の改革事例等を振り返りま

した。さらに JUNBA シンポジウムの今後の展望について、希望のトピックを参加者に募るとともに、大学

間で継続的な情報交換を行っていくことを確認しました。 

 

JUNBA2020 は、日米の大学、教育機関、政府機関等から約 55 名の参加者があり、盛会のうちに幕を

閉じました。これを契機として、日米の大学間交流及び日本の大学のファンドレイジング改革に向けた

取組が、一層活性化されることを期待します。JUNBA では日本の大学の国際化活動を促進し、日本の

次世代のための優れた大学教育へ向けて、ここベイエリアを中心として日米に活動の輪を広げ、今後と

も努力をしてまいる所存です。 

 

 

◆開催概要 

 

JUNBA2020 

「大学を変えるファンドレイジング～米国から学ぶリーダーシップと同窓生を中心としたコミュニティ作り～」 
 

日時： 2020年 1月 9日（木）（日米学術交流レセプション） 

2020年 1月 10日（金）（シンポジウム） 

場所： San Francisco Airport Marriott Waterfront 

        1800 Old Bayshore Highway, Burlingame, CA 94010, USA 

             （日米学術交流日米学術交流レセプション：在サンフランシスコ日本国総領事公邸 

     （2700 Vallejo Street, San Francisco, CA 94123, USA）） 

主催： サンフランシスコ・ベイエリア大学間連携ネットワーク 

（Japanese University Network in the Bay Area: JUNBA） 

共催： 独立行政法人日本学術振興会サンフランシスコ研究連絡センター 

後援： 文部科学省 

在サンフランシスコ日本国総領事館 

独立行政法人 日本貿易振興機構サンフランシスコ事務所 

 

 

◆参加機関 

 

 在サンフランシスコ日本国総領事館 

 文部科学省 

 日本学術振興会 
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 日本貿易振興機構サンフランシスコ事務所 

 カリフォルニア大学バークレー校 

 サンノゼ州立大学 

 スタンフォード大学 

 サンフランシスコ州立大学 

 桜美林大学 

 大阪大学 

 九州大学 

 千葉大学 

 東京大学 

 東京工業大学 

 名古屋大学 

 奈良先端科学技術大学院大学 

 福岡女子大学 

 山梨大学 

 早稲田大学 

 

 

◆JUNBA2020プログラム 

 

2020 年 1 月 9 日（木） レセプション 

 （会場：在サンフランシスコ日本国総領事公邸）    

17:30 – 18:00 受付 

18:00 – 20:00 日米学術交流レセプション 

 

2020 年 1 月 10 日（金） シンポジウム 

（会場：San Francisco Airport Marriott Waterfront）        

08:30 – 09:00 受付 

09:00 – 09:10 開会，挨拶 

講演（英語） 

09:10 – 10:20 
講演 1：Peter Smits (Interim Vice President for University Advancement, San 

José State University, and CEO of the Tower Foundation)  
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(質疑対応補助：Lori Redfearn (Assistant Vice Chancellor, Systemwide 

Advancement, The California State University)) 

10:20 – 10:40 休憩 

10:40 – 11:50 
講演 2：Amy Ambrose (Senior Development Director, Simons Institute, 

University of California Berkeley) 

11:50 – 12:00 記念撮影 

12:00 – 14:00 休憩（昼食） 

大学間討論（日本語） 

14:00 – 14:20 日米大学調査結果と主旨説明 

14:20 – 15:40 大学間討論 1 

15:40 – 16:00 休憩 

16:00 – 17:20 大学間討論 2 

17:20 – 17:40 全体総括，閉会 

17:40 – 18:00 休憩 

18:00 – 20:00 懇親会 

 

  
日米学術交流レセプションの様子①          日米学術交流レセプションの様子② 
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Peter Smitz氏による講演                 Amy Ambrose氏による講演 

 

  
渡邉浩人氏による討論趣旨説明            討論の様子 


